


































においては、要因 1 を心の基盤形成、要因 2 を自己理解形成、要因 3 を他者理解形成として表
し、大学生アンケートの要因 1・要因 2・要因 3 にそれぞれ関連させて表現している。規範意
識が、人間形成に関する循環サイクルにおける要因 1➡要因 2➡要因 3 への人間関係形成能力
過程として形成されていくことを明らかにしようとしている。自己の規範化形成はその土壌（社
会的絆体験（5））としての要因１の影響を受けて要因 2 へ発展していくが、規範意識の形成の
ためには集団（社会）の規範化として、要因 2 から要因 3 へ発展させていく必要がある。現代
の子どもたちに現れている規範意識の希薄化は集団（社会）の規範化に発展させていく機会や
場が弱いからであると考えている。要因 1➡要因 2➡要因 3 への人間形成に関する循環サイク
ルを教育の場で確立していく必要がある。本論文は規範意識形成に関して、人間関係を重視す
る先行研究として、C.ギリガンの「ケアの倫理」を踏まえている。C.ギリガンは、L.コールバ
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